
現
時
点
は
、
世
界
と
日
本
に
と

っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。

２
０
０
１
年
９
・
１
１
同
時
多

発
テ
ロ
か
ら
２
０
年
。
犯
人
を
国

際
的
に
追
い
つ
め
処
罰
す
べ
き
と

こ
ろ
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
戦
争
だ
と
い

い
つ
の
っ
て
ア
フ
ガ
ン
に
つ
い
で

イ
ラ
ク
に
も
侵
攻
し
た
。
報
復
と

憎
悪
と
テ
ロ
の
２
０
年
だ
っ
た
。

ソ
連
崩
壊
を
前
に
資
本
主
義
の

勝
利
宣
言
を
し
た
の
が
ア
メ
リ
カ

帝
国
主
義
と
独
占
資
本
だ
。
新
自

由
主
義
の
饗
宴
が
つ
く
り
出
し
た

も
の
は
格
差
分
断
と
気
候
危
機
だ

っ
た
。

人
類
が
使
っ
た
化
石
燃
料
の
半

分
が
こ
の
３
０
年
に
費
消
さ
れ
た
。

北
極
の
氷
が
解
け
、
シ
ベ
リ
ア
で

３
８
度
の
熱
波
が
襲
い
、
森
林
火

災
は
住
宅
に
ま
で
押
し
よ
せ
る
。

Ｃ
Ｏ

・
４
５
％
削
減
目
標
の

２

２
０
３
０
年
ま
で
あ
と
９
年
。
こ

れ
に
失
敗
す
れ
ば
、
後
戻
り
の
効

か
な
い
破
滅
に
お
ち
い
る
。

安
倍
・
菅
強
権
政
治
の
９
年
。

安
保
法
制
強
行
、
有
無
を
い
わ
せ

ぬ
辺
野
古
新
基
地
強
行
に
森
友
・

加
計
・
桜
、
学
術
会
議
任
命
拒
否
。

道
理
も
な
く
、
説
得
す
べ
き
言
葉

も
も
た
ず
、
切
り
捨
て
る
だ
け
だ
。

１
０
０
年
に
一
度
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
下
で
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
広
げ

る
と
医
療
崩
壊
が
起
こ
る
」
と
検

査
を
抑
制
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
毎
日
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
だ
。

中
等
症
以
下
の
コ
ロ
ナ
患
者
は

原
則
自
宅
待
機
と
い
う
究
極
の
自

己
責
任
を
押
し
付
け
た
。
そ
も
そ

も
コ
ロ
ナ
拡
大
中
に
、
７
５
才
医

療
費
２
割
負
担
と
ベ
ッ
ド
削
減
推

進
法
を
強
行
し
た
の
が
自
公
維
だ
。

安
倍
も
菅
も
通
常
国
会
が
終
わ

っ
た
ら
、
憲
法
違
反
を
問
わ
れ
て

も
国
会
を
開
か
な
い
。
安
倍
政
治

が
法
の
支
配
、
立
憲
主
義
を
破
壊

し
て
は
ば
か
ら
な
い
が
ゆ
え
に
、

そ
の
番
頭
の
菅
政
治
に
至
っ
て
最

も
煮
詰
ま
っ
た
状
態
に
な
っ
た
。

９
月
８
日
、
野
党
共
通
政
策
が

調
印
さ
れ
た
。
４
年
前
は
、
安
倍

が
少
子
高
齢
化
と
北
朝
鮮
の
国
難

突
破
選
挙
だ
と
目
を
狭
い
と
こ
ろ

に
閉
じ
込
め
て
多
数
を
と
っ
た
。

今
度
は
、
国
民
の
側
か
ら
の
国
難

突
破
選
挙
に
し
た
い
も
の
だ
。

い
ま
ド
イ
ツ
で
も
総
選
挙
中
で
、

第
一
の
争
点
は
気
候
変
動
対
策
と

い
う
人
が
３
３
％
も
い
る
。

日
本
で
も
気
候
危
機
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
押
し
出
し
て
世
界
水

準
の
新
時
代
を
開
く
選
挙
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２０２１年度の府高退教の役員について

会 長：貝谷安宏（和泉工）

副会長：長野邦子（南寝屋川） 森田敏彦（成城工定）

山尾邦子（金剛） 山上俊夫（北野定）

幹事長：末光章浩（西野田工科）

会 計：辻 清孝（泉南）

連山豊さん（池島）と松田皓平さん（港）が副会長を、高橋貞雄さん（金

岡）が幹事を退任されました。連山さんと松田さんは引き続き幹事です。

新たに長野さんと森田さんが副会長となりました。新幹事は、外山安隆さ

ん（東百舌鳥）、長尾ゆりさん（布施工科）、前野博さん（和泉総合）です。

■
阪
本
千
明
（
千
里
）

さ
ら
っ
と
全
文
を
読
み
通

し
ま
し
た
。
（
多
忙
な
現
役

時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
で
す
）
。
木
川
南
小

学
校
校
長
先
生
の
勇
気
あ
る

提
言
、「
『
生
き
抜
く
』
世
の

中
で
は
な
く
、『
生
き
合
う
』

世
の
中
」
、
「
『
競
争
』
で
は

な
く
、
『
協
同
』
の
社
会
」

に
は
、
私
も
感
動
し
ま
し
た
。

■
金
子
真
知
子
（
泉
大
津
）

読
み
な
が
ら
不
破
哲
三
氏

の
「
科
学
の
目
」
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
選
挙
、
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

■
長
岡
彰
英
（
布
施
定
）

今
さ
ら
な
が
ら
、
「
国
権

の
最
高
機
関
」
は
国
会
で
あ

る
（

条
）
を
思
い
返
し
て
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い
ま
す
。

■
深
尾
英
一
（
東
淀
川
）

「
２
０
１
２
年
体
制
」
は
、

対
極
に
野
党
と
市
民
の
共
闘

の
流
れ
を
生
み
ま
し
た
。
総

選
挙
を
前
に
、
激
し
い
反
共

分
断
攻
撃
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
、
階
級
闘
争
の
弁
証

法
を
実
地
体
験
し
て
い
ま

す
。

■
池
田
三
知
代
（
長
野
）

１
年
間
の
活
動
の
様
子
、

よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
毎
回
の
ニ
ュ
ー
ス
発
行

や
送
付
作
業
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
来
る
総
選
挙
、

何
と
し
て
も
政
権
交
代
を
実

現
し
た
い
で
す
ね
。

■
香
川
み
ど
り
（
伯
太
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
職

員
の
疲
弊
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る

現
状
認
識
が
盛
り
こ
ま
れ

て
、
充
実
し
た
議
案
書
だ
と

思
い
ま
す
。
人
と
人
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ

る
昨
今
、
連
帯
の
重
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

■
辻
本
雅
彦
（
泉
尾
）

ミ
ャ
ン
マ
ー
何
と
か
な
ら

ん
か
な
ぁ
。

■
川
上
憲
一
（
和
泉
定
）

議
案
書
８
頁
４
①
、
政
治

へ
の
国
民
の
関
心
の
高
ま
り

と
菅
政
権
の
支
持
率
急
下

落
、
市
民
と
立
憲
野
党
の
共

闘
の
前
進
の
部
分
に
関
連
し

て
、
そ
の
前
進
を
陰
に
陽
に

阻
も
う
と
し
て
い
る
「
連
合
」

の
役
割
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と

言
及
し
て
欲
し
か
っ
た
。

■
伏
見
信
孝
（
阪
南
）

連
合
な
ど
に
よ
る
全
体
主

義
排
除
論
が
巾
を
き
か
す
よ

う
な
ら
「
野
党
共
闘
」
は
も

ら
い
も
の
に
な
り
か
ね
な
い

の
で
は
。
２
０
１
９
年
の
大

阪

区
補
欠
選
挙
は
そ
の
も

12
ろ
さ
が
出
た
の
で
は
な
い

か
。
な
お
、
囲
碁
大
会
の
復

活
を
希
望
し
ま
す
。

■
井
川
恵
右
（
美
原
）

情
勢
報
告
は
良
い
勉
強
に

な
り
ま
す
。

■
馬
場
美
代
子
（
狭
山
）

「
１
年
間
の
内
外
の
動
き
」

改
め
て
、
菅
義
偉
の
政
治
の

構
造
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

■
秦
重
雄
（
大
手
前
定
）

安
倍
政
権
か
ら
菅
政
権
に

ひ
き
つ
が
れ
た
「
２
０
１
２

年
体
制
」
の
打
破
こ
そ
退
職

者
の
最
大
の
願
い
。
「
喫
緊

の
課
題
」
に
賛
同
し
ま
す
。

■
松
本
千
賀
子
（
布
施
北
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
強
行

し
、
「
緊
急
事
態
」
宣
言
を

発
令
し
て
も
、
な
に
も
し
な

い
菅
政
権
。
元
々
、
ウ
ソ
を

つ
い
て
、
引
っ
ぱ
っ
て
き
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。

■
仲
森
明
正
（
渋
谷
）

議
案
の
中
で
「
内
外
の
動

き
」
（
情
勢
）
の
占
め
る
比

重
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
、
活
動
へ
の
制

約
が
多
い
中
で
は
、
こ
の
程

度
の
詳
し
い
記
述
が
大
切
だ

と
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

■
川
崎
康
樹
（
貝
塚
南
）

「･
･
･

直
近
の
総
会
で･

･･

」

等
、
会
則
の
改
正
が
必
要
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

■
岩
田
行
平
（
牧
野
）

コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
、
市

民
の
生
命
も
暮
ら
し
も
守
る

こ
と
が
出
来
な
い
、
守
ろ
う

と
さ
え
し
な
い
。
戦
後

年
、
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自
民
党
、
ま
た
自
民
・
公
明

政
権
の
行
き
つ
い
た
果
て
の

姿
で
す
。
市
民
の
市
民
に
よ

る
市
民
の
為
の
政
府
を
。
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

■
柿
沼
康
隆
（
八
尾
南
）

半
藤
一
利
さ
ん
、
な
か
に

し
礼
さ
ん
た
ち
が
他
界
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
史
を
語
り
、

継
い
で
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
痛
感
し
ま
す
。

■
伊
藤
締
一
（
高
石
）

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
は
、
人

間
が
人
間
ら
し
く
育
つ
の
は

「
人
間
ら
し
い
人
間
」
に
よ

っ
て
「
人
間
ら
し
く
教
育
」

を
受
け
て
こ
そ
、
と
い
う
「
基

本
原
則
」
を
忘
れ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
９
月

山
上
俊
夫

世
界
と
日
本
が
立
つ
地
点

（
北
野
定
）

野
党
共
通
政
策
を
調
印

新
時
代
を
開
く
総
選
挙
に

総
会
の
議
案
書
に
、
多
数
の
意
見
・
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
掲
載
は
順
不
同
）
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■
前
田
光
男
（
堺
上
）

30
人
学
級
を
す
す
め
る
会
の
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
で
世
話
人
会
へ
行
け
な
い
の

で
、
先
日
は
リ
モ
ー
ト
で
久
し

ぶ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
全
国

教
育
の
う
た
ご
え
協
議
会
の
議

長
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で

レ
ッ
ス
ン
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん

が
、
市
民
合
唱
団Peace

Call

と
い
ず
み
の
森
合
唱
団
で
歌
っ

て
い
ま
す
。

■
阪
本
千
明
（
千
里
）

週
４
日
、
私
学
の
非
常
勤
を
し

て
い
ま
す
。
介
護
も
終
え
、
こ

ん
な
ゆ
っ
た
り
し
た
夏
休
み
は
、

中
学
二
年
生
以
来
で
す
。
感
染

に
気
を
付
け
、
好
き
な
卓
球
と

園
芸
に
励
ん
で
い
ま
す
。
皆
様

も
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

■
深
尾
英
一
（
東
淀
川
）

テ
レ
ビ
の
五
輪
一
色
報
道
に
気

分
が
悪
く
な
り
、
読
書
時
間
が

増
え
ま
し
た
。
永
井
潔
「
反
映

と
創
造
」
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の

「
反
省
」
概
念
を
検
討
し
て
い

る
の
で
す
が
、
少
々
難
解
な
の

で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。

■
楠
本
辰
作
（
高
石
）

自
由
社
版
中
学
歴
史
教
科
書
の

堺
市
で
の
阻
止
す
る
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
外
山
禎
彦
（
長
野
）

戦
中
戦
後
の
頃
、
子
供
の
間
で

流
行
っ
た
替
え
歌
を
私
が
よ
く

知
っ
て
い
る
、
と
の
情
報
を
得

た
と
の
事
で
、
N
H
K
の
取
材

を
受
け
ま
し
た
。
９
月
14
日
朝

7
：
45
「
お
は
よ
う
関
西
」
で

放
映
さ
れ
ま
す
。
よ
か
っ
た
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
菊
井
忠
雄
（
東
百
舌
鳥
）

退
職
し
て
か
ら
、
新
聞
を
よ
く

読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
～
３
時
間
か
け
ま
す
。
散
歩

も
毎
日
欠
か
さ
ず
、
行
っ
て
い

ま
す
。

■
鈴
木
克
明
（
和
泉
総
合
）

私
は
神
奈
川
県
の
江
の
島
を
望

む
海
岸
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
京
都
・
大
阪
へ

の
墓
参
や
法
事
も
か
な
わ
ず
、

未
読
本
の
読
書
と
断
捨
離
を
し

て
い
ま
す
。

■
高
橋
貞
雄
（
金
岡
）

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か

け
て
肺
炎
で
15
日
間
入
院
し
ま

し
た
。
医
師
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肺
炎
で
す
。

即
入
院
し
な
い
と
命
は
保
証
で

き
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

体
は
だ
い
ぶ
弱
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
気
力
は
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
府
高
退
教
の
た
め

微
力
を
尽
く
し
ま
す
。

■
辻
本
雅
彦
（
泉
尾
）

年
金
・
介
護
生
活
継
続
中
で
す
。

■
石
井
至
（
西
浦
）

膵
臓
ガ
ン
の
手
術
後
、
抗
が
ん

剤
治
療
も
済
み
、
現
在
は
藤
井

寺
工
科
全
日
制
に
週
２
日
４
時

間
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
４
年

か
ら
２
才
ま
で
の
孫
が
６
人
い

ま
す
。

■
川
上
憲
一
（
和
泉
定
）

映
画
「
太
陽
の
子
」
（
監
督
黒

崎
博
）
を
10
数
年
来
親
し
く
し

て
い
る
20
代
の
若
者
と
い
っ
し
ょ

に
鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
彼
が

「
僕
ら
は
未
来
を
作
っ
て
い
る

と
思
っ
て
た
ー
」
に
い
た
く
共

感
の
言
葉
を
発
し
た
こ
と
に
意

を
強
く
し
て
い
ま
す
。

■
赤
羽
根
充
男
（
桜
塚
全
）

こ
の
混
乱
の
世
の
中
で
は
、
ま

す
ま
す
科
学
を
信
じ
、
教
育
を

大
事
に
し
よ
う
。
終
括
と
し
て
、

「
科
学
マ
ジ
ッ
ク
」
の
本
を
出

し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
山
本
陽
子
（
平
野
）

世
代
的
継
承
を
す
す
め
な
が
ら
、

政
権
交
代
の
総
選
挙
に
取
り
く

ん
で
い
ま
す
。

■
荒
西
克
招
（
池
田
北
）

13
日
の
N
H
K
「
終
戦
ド
ラ
マ

し
か
た
な
か
っ
た
と
言
う
て

は
い
か
ん
の
で
す
」
（
熊
野
以

素
原
作
）
を
見
ま
し
た
。
熊
野

さ
ん
の
叔
父
が
九
大
生
体
解
剖

事
件
の
首
謀
者
と
さ
れ
、
死
刑

判
決
を
受
け
た
。
こ
の
事
実
誤

認
に
よ
る
不
当
判
決
を
く
つ
が

え
す
妻
の
が
ん
ば
り
が
死
を
受

け
い
れ
る
心
境
に
な
っ
て
い
た

叔
父
に
生
き
る
意
欲
を
と
も
し
、

減
刑
を
か
ち
と
る
ド
ラ
マ
だ
っ

た
が
、
１
時
間
15
分
で
描
く
に

は
少
し
無
理
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
っ
た
。
是
非
原
作
を
読
ま
れ

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
遠
藤
周
作
の
「
海

と
毒
薬
」
を
あ
わ
せ
て
読
ま
れ

る
こ
と
を
（
読
ま
れ
て
な
い
方

は
）
お
す
す
め
し
た
い
。

■
伏
見
信
孝
（
阪
南
）

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
長
編

『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
を

何
と
か
読
み
終
え
ま
し
た
。
幾

重
に
も
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た

「
父
殺
し
」
を
め
ぐ
る
情
景
叙

述
の
複
雑
さ
と
奥
行
の
深
さ
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
続
編
を
暗

示
す
る
エ
ピ
ロ
ー
グ
だ
が
作
者

の
早
す
ぎ
る

期
の
た
め
（
60

才
）
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
か
っ

た
こ
と
が
残
念
で
す
。

■
門
谷
充
男
（
西
淀
川
）

理
事
長
を
務
め
る
（
福
）
西
淀

川
福
祉
会
が
今
春
か
ら
大
阪
市

立
保
育
所
の
運
営
を
受
託
。
３

箇
所
運
営
と
な
り
、
若
い
人
達

と
平
和
や
学
習
の
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
山
根
正
弘
（
北
千
里
）

先
程
（
７
日
～
８
月
10
日
ま
で
）

「
硬
膜
下
血
腫
」
除
去
の
為
、

入
院
し
ま
し
た
。
お
互
い
自
愛

し
て
、
も
う
少
し
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

■
国
富
智
子
（
布
施
工
科
）

59
才
で
早
期
退
職
し
、
早
や
５

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
日
本
の
政

治
に
憤
り
つ
つ
（
コ
ロ
ナ
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
等
々
・
・
）
、
日
々

忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

■
真
中
宏
（
春
日
丘
）

今
、
私
が
し
て
い
る
こ
と
は
、

阪
南
市
み
ん
な
で
歌
お
う
第
九

コ
ン
サ
ー
ト
の
準
備
と
９
月
の

市
会
議
員
選
挙
の
た
め
に
、
あ

れ
も
こ
れ
も
と
、
忙
し
い
日
々

を
す
ご
し
て
い
ま
す
。
合
唱
に

は
コ
ロ
ナ
が
大
敵
。
昨
年
は
、

涙
を
の
み
ま
し
た
。
今
年
は
、

な
ん
と
し
て
も
と
少
々
あ
せ
っ

て
い
ま
す
。
総
会
の
成
功
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

■
井
川
恵
右
（
美
原
）

84
才

年
金
者
組
合
（
大
北
支

部
）
の
支
部
長
、
松
川
村
９
条

の
会
の
事
務
局
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
地
の
利
を
生
か
し
、

軽
登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

■
秦
重
雄
（
大
手
前
定
）

再
任
用
終
了
後
４
年
目
は
週
２

回
４
時
間
の
非
常
勤
で
引
き
続

き
桜
塚
定
で
。
若
い
先
生
方
を

見
守
る
だ
け
の
歯
が
ゆ
い
立
場
。

看
護
学
校
志
望
生
徒
の
個
別
指

導
を
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
は

課
題
読
書
、
執
筆
活
動
、
地
域

活
動
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
て

い
ま
す
。

■
大
亀
信
念
（
農
芸
）

７
月
に
、
大
学
時
代
の
学
生
運

動
の
親
友
が
ガ
ン
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
、
悔
い
の
残

ら
ぬ
人
生
を
送
り
た
い
と
自
分

自
身
に
問
い
か
け
ま
し
た
。
富

田
林
で
、
地
道
に
、
志
を
忘
れ

ず
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

■
仲
森
明
正
（
渋
谷
）

（
１
）
３
月
に
初
め
て
の
孫

（
双
子
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
に
平
和
で
、
も
っ

と
自
由
な
社
会
を
ひ
き
つ
げ
る

よ
う
に
頑
張
ら
ね
ば
と
気
を
ひ

き
し
め
て
い
ま
す
。

（
２
）
昨
年
か
ら
『
資
本
論
』

の
学
習
を
４
人
で
つ
づ
け
て
い

ま
す
。
脳
も
活
性
化
さ
せ
、
老

化
防
止
に
も
な
り
ま
す
。
ま
だ

13
章
で
す
が
、
粘
り
強
く
続
け

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

■
斎
藤
満
佐
子
（
枚
方
津
田
）

４
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
、

〝
慣
れ
て
し
ま
っ
た
〟
自
分
の

気
持
ち
が
恐
ろ
し
く
思
い
ま
す
。

■
野
村
穰
（
牧
野
）

運
転
免
許
更
新
の
年
。
認
知
症

の
テ
ス
ト
、
運
転
講
習
と
無
事

終
了
し
た
。
動
体
視
力
の
低
下

が
目
立
っ
て
き
た
。
十
分
に
注

意
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

（
以
下
次
号
に
続
く
）
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山岸 稔（桜塚定）

【
10
月
】

10
月

4
日(

月)

13:

30

謡
を
楽
し
む
会

茶
臼
山
画
廊

10
月
11
日(

月)

14:

00

短
歌
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

10
月
15
日(

金)

14:

00

第
317
回
府
高
退
教

幹
事
会

「
カ
ト
レ
ア
」

HPP 府高退教 htttp://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/

当

面

の

日

程

【
近
況
報
告
】

総
会
の
議
案
に
対
す
る
意
見
・
感
想
の
他
に
、
多
く
の
方
か
ら

近
況
報
告
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
掲
載
は
順
不
同
）


